
5



「それで　いい」ありがたい 報
ほう

恩
おん

講
こう

とは

さまざまに　いろいろ　あって

喜
き

怒
ど

哀
あい

楽
らく

の中
なか

生
い

きて

老
お

いて

死
し

んでいく

「このまま

　死
し

んで行
い

きさえすりゃ

　仏
おや

のところ　だけのう」（足
あし

利
かが

源
げん

左
ざ

）

なごりおしく　思
おも

えども

この世
よ

の縁
えん

が　つきる時
とき

力
ちから

なくして　終
お

わるとき

死
し

んでいく

死
し

んでいく　そのままが　救
すく

われていく　私
わたくし

 

安
あん

心
しん

できない　死
し

にたくない　愚
ぐ

痴
ち

無
む

智
ち

の　まま

「そのままで　いい」　と聞
き

かせていただき

安
あん

心
しん

する

その時
とき

がくれば　その時の姿
すがた

のまま　死
し

ねばいい

格
かっ

好
こう

など　つけられるものでも　ないだろう

「それで　いい」

ありがたい

真実のみ教えをお示しくださった親
しん

鸞
ら ん

聖
しょう

人
に ん

に感謝
し、阿

あ

弥
み

陀
だ

さまのお救いをあらためて心に深く味
わわせていただく、一年で、もっとも大切なご法要が、
「報恩講」です。
「報恩講」という名称は、親鸞聖人のひ孫である
本
ほん

願
が ん

寺
じ

第３代覚
かく

如
に ょ

上
しょう

人
に ん

が、親鸞聖人の33回
かい

忌
き

にあ
わせて『報

ほう

恩
お ん

講
こ う

私
し

記
き

』を著されたことに由来して
います。
以来、700年を超える歴史の中で、先

せん

人
じ ん

たちが
親鸞聖人ご命日の法要を「報恩講」として脈々と
受け継ぎ、今日まで大切にお勤めしてきました。
家庭での報恩講をお勤めするとともに、ぜひ一
般寺院や本山、別院など全国の浄土真宗のお寺で
お勤めされる報恩講に、お参りしましょう。

報
ほう

恩
おん

講
こう

を機
き

縁
えん

に
　親鸞聖人のおこころを
　　　より深く味わうために…

〈施本『報恩講』〉 毎年９月１日発行
1部100円＋税 ／ 18.5cm×11cm・40頁
2018年版より、郵便でのお届けにも便利なスリムサイズに変わりました。
※「報恩講」の他、「お盆」「お彼岸-秋」「お彼岸-春」の施本も発行して
　いますので、そちらもぜひお読みください。

0120－464－583
075－341－7753

施本のお問い合せは、本願寺出版社まで


